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1．開会のあいさつ

福岡市経済観光文化局観光マーケティング課
デジタルマーケティング係
野田 優 氏
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２. CO2可視化実証実験についてのご報告

バックキャストテクノロジー総合研究所
シニアコンサルタント
笠 忠則 氏
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シティホテ
ル

ビジネスホテル部門

〇〇客室（バス・トイレ含む）

〇〇浴場・サウナ

〇会議・宴会場

〇ブール・トレーニングジム

〇レストラン

〇〇パブリックスペース（玄関ホール、ロビーなど）

〇〇共用部（廊下、階段、EVホールなど）

〇〇事務所（バックヤード）

〇〇屋内駐車場
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CO2
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出典: 「第3回 グリーンイノベーション戦略推進会議」経済産業省 資源エネルギー庁
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/carbon_neutral_02.htmlを加工して作成
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３. CO2削減に向けての削減事例

東武トップツアーズ株式会社
商品関連室 専門課⾧
西 義隆 氏
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Aホテルの結果

施設名 ガス 電気 水道 消耗品 一人当総排出量（kg）宿泊者数 ガス 電気 水道 消耗品

Aホテル 129.5 82.61 10.03 157.35 8.87 42,784 3.03 1.93 0.23 3.68

排出量（t） 一人当の排出量（kg）
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Bホテルの結果

施設名 ガス 電気 水道 消耗品 一人当総排出量（kg）宿泊者数 ガス 電気 水道 消耗品

Bホテル 507.74 447.42 31.49 216.69 10.19 118,090 4.30 3.79 0.27 1.83

排出量（t） 一人当の排出量（kg）
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省エネ・省資源努力
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CO2排出削減にまだまだ
余地のある分野
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４. サステナブル体験コンテンツ紹介

一般社団法人地域観光研究所
坂元 英俊 氏
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➀ Ａ群事業者とは、
ホテル・旅館・企業等

② Ｂ群事業者とは、
(団体・農業者・工芸・食・サイクリング等）

連携事業者
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③ 連携を希望される事業者様の募集と情報発信

募集（30社）

サステナブルな情報発信と蓄積
（事業者紹介・サイト発信等は希望を募ります。）

Ａ事業者
募
集
要
項

募
集
要
項

別紙にて記入

Ｂ事業者
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ホテル・宿のサステナビリティ―項目例
（福岡型サステナビルガイドブックの作成に向けて）

GSTC-I 観光産業(ホテル等考慮事項）
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(A)環境:エネルギー

D1.3 １．温室効果ガスの排出量を算出し、削減に努めている。（CO2の見える化）
D1.3 ２．客室内の電源をカードキーや人勧センサーで管理している。
D1.3 ３．電力会社を再生可能・自然エネルギーの電力構成で選んでいる。
D1.3 ４．レンタサイクルを提供、あるいは、サイクルツアーを紹介している。

(A)環境:廃棄物

D2.4         ９．使い捨ての食器・スプーン・フォークなどの提供をしていない。。
D2.4 10．ペーパーレス化に取り組んである。
D2.4 11．客室にリサイクル用の分別ゴミ箱を設置している。

GSTC-I項目

(A)環境:水資源

D1.4 ５．タオルやベッドシーツ交換不要の選択肢の提供。
D1.4 ６．連泊時の清掃サービス不要の選択肢の提供。
D1.4 ７．部屋の浴場、シャワー、トイレが節水型である。

D1.3:D1.4 ８．レンタサイクルを提供、あるいは、サイクルツアーを紹介している。
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(A)環境:自然

D2.3 12．環境に配慮した洗剤、清掃用品を利用している。
B3.D1 13．環境に配慮したバス用品（シャンプー、石鹸等）を提供している。
D3.3 14．自然への訪問
B4➀ 15. コミュニティー支援（事業者や旅行者が住民とともに、地域社会や

(JSTS-D） 地域の文化・自然環境の保全に貢献できる機会）

(B)文化:食

B3 ５．提供する食材の50％以上が地域の食材である。
B3            ６．地域ならではの食材の魅力を宿泊者に知らせている。
B3:D1.1 ７．提供する食材の50％以上がオーガニックまたは特別栽培農産物である。
D1.4 ８．レンタサイクルを提供、あるいは、サイクルツアーを紹介している。

(B)文化:歴史・伝統
B4 １．伝統芸能を楽しむ機会の提供や紹介。
C3 ２．伝統行事や伝統工芸づくりを体験できる機会の提供や紹介。
C3 ３．施設の一部が文化遺産や有形文化財に指定、登録。

または、施設を紹介している。
C3:Á7.3 ４．建物に伝統的な建築方法を取り入れている。

GSTC-I 項目
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福岡サステナブルツーリズムホームページ紹介

動画と取材記事の内容を一部分紹介しています。

イメージを膨らませていただけるとありがたいです。

・1番目は、福岡市脇山地区にある農園です。宮内庁に献
上した米で有名な集落の例です。

・2番目は、ホテルが農園を持って取り組んでいる例で
す。

・3番目は、福岡市の博多人形の絵付け体験の例です。
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馬場ファーム
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ブランド化を見据えて、あえて「脇山米」
福岡市早良区脇山にある馬場ファームと言えば、「脇山米」で知られます。馬場さんが栽培したお米だから、「馬場米」でも、カタカナ

の名前でもいいはずですが、あえて地名を冠したのは「この名前でブランド米にしたかったから」と馬場さんは語ります。
脊振山から流れる清流を使って栽培した脇山地区のお米は、かつて天皇への献上米でした。「大嘗祭」とは何千年も行われて来た重要な

宮中祭祀ですが、1928年、「昭和の大嘗祭」において新穀を収穫する「斎田」は、京都から見て東は滋賀県、西は福岡県と占いで決まりま
した。中でも脇山村（当時）の米が美味であるとして献納米に選ばれたのです。ところが1世紀近くたち、「献納米だったことを福岡市民す
ら知らないんです。発信している人もいない。だからこそ米を作っている人が、後世に脇山米の魅力を伝えていかなければならないんです
」
また2023年6月にはラグジュアリーホテル『ザ・リッツ・カールトン福岡』がオープンしましたが、館内の日本料理店『幻珠』では脇山

米が提供されています。「福岡市中央区大名にできると聞いた時からの夢が実現しました。まさか総料理⾧がマリンメッセのうちのブース
に来てくださるなんて」。

博多の西洋野菜研究会に入り、地産地消を目指す
馬場ファームで栽培しているのは、カリーノケールやクレソン、サボイキャベツ、ホワイトスイートコーン、サラダラティーナなどカタ

カナの野菜がメイン。
珍しいサラダラティーナ（蕪）はみずみずしくて、柿のようにほんのり甘いため、お子さんにも人気だそうです。少し厚めに切って、サ

クサクとした食感を楽しみたくなります。ニンジンも黄色や紫などカラフルな色合いの品種など、一般的ではない野菜を手掛けてい
ます。
馬場康平さんは5～6年前から博多の西洋野菜研究会に入っており、仲卸を通して飲食店に下ろすしくみを作っています。もともと「さい

たまヨーロッパ野菜研究会」が始めた活動で、地域内の若手農家・レストラン・食材卸・種苗会社・スーパー・食品メーカー・行政などが
連携して、市内産ヨーロッパ野菜の地産地消活動に取り組んでいくというものです。コロナ禍では、活動の機会も減りましたが、珍しい野
菜を手がけようという考えです。
10年前、馬場さんが農業を始めた時、最初にブロッコリーも栽培しました。離乳食にも使われるブロッコリーなら、「10年は大丈夫。子

どもが食べているから」と。しかし現在、ブロッコリーは全国的に飽和状態。そこで現在では手をひいたそうです。
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ホテル日航福岡・糸島ファーム様
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ホテル日航福岡 レストランの紹介

「料理は畑から始まる」という教え
1989年にJR博多駅前にオープンした『ホテル日航福岡』。様々なかたちでSDGｓに取り組んでいますが、その中の一つに自社農園『

ホテル日航福岡 糸島ファーム』があります。同ホテル2階にあるバイキング会場『カフェレストラン セリーナ』には採れたて新鮮な
糸島の野菜が並べられています。その後ろの黒板には、糸島ファームの畑の畝ごとに、どんな野菜が栽培されているか表示されているの
です。
お話を伺ったのは、左から『日本料理弁慶』の稲垣祐樹副料理⾧、千々松雅敏総料理⾧、『カフェレストラン セリーナ』の米倉和成

シェフです。

料理人の皆さんは千々松総料理⾧が牽引される調理部に所属されています。その調理部のフィロソフィとして掲げられるのが、『「近代
フランス料理の父」と呼ばれるA・エスコフィエの言葉であり、第一に「1、料理は畑から始まる」です。』1989年の『ホテル日航福岡』
開業当初から2022年まで33年間、総料理⾧を努められた「ムッシュ」こと中橋義幸名誉総料理⾧の「料理は畑から始まる」との思いが、
自社農園を実現させました。
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博多人形の絵付け体験

43
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⑤博多人形の絵付け体験（松月堂）

日本最大級！ 400種もの博多人形が勢揃い！
博多のお土産として名高い博多人形は、すべすべの質感や美しい彩色、繊細な細工が人気です。福岡県ならびに経済産業

大臣の指定も受けている伝統的工芸品であり、福岡県指定無形文化財でもあります。

そんな貴重な博多人形を、自分好みにペイントできるのが、「松月堂」さんです。中洲川端駅のそば、博多川に面した「人形
会館松月堂ビル」には、日本最大級である常時400種800点もの博多人形が並んでいます。

スタッフの土屋弘子さんによると、博多人形は、もともと彩色していない「博多素焼人形」でした。しかし130年以上前の
1890年（明治23年）、第3回内国勧業博覧会において「博多素焼人形」が表彰された時、表彰状に「博多人形」と書かれたた
め、全国的に「博多人形」と呼ばれることになりました。
着物を着た「美人もの」や、役者を模した「能もの」「歌舞伎もの」、勇ましい男性をかたどった「男もの」、ひな人形や

金太郎などの「節句もの」など、様々なジャンルに分かれています。外国人向けの作品もありましたよ。



５. 実施したマッチング事例紹介

サステナブルツーリズム
事業推進アドバイザー
山田 育照 氏
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A群事業者（宿泊・観光施設）の課題
・インバウンド観光客のキャリーバッグの放置（インバウンド観光客に多い。処理をするにもお金がかかる。忘れ物なのか、
捨てていったのかわからない）。

・団体営業、販売促進、売上向上。
・宿泊者数に比例せず従業員が不足している現状。
・自社農園を運営し自社消費している。農園の認知度を高めとともに、収穫体験など集客につなげていきたい。
・朝食で出る生ごみのリサイクルやお客様の忘れ物をリサイクルできればゴミの排出量がかなり減るのでそういうリサイクルできる
事業者を求めます。

・ホテルで使用するプラスチックを使用したアメニティの削減と顧客満足度のバランス。
・価格競争を打破していくための付加価値の実現、食やＳDGsの推進で愛されるホテルになる必要がある。
・レストラン等設備が無いため食事を提供できていない。
・タクシーが少なくてお客様へ案内できない。
・フードロス、最寄り駅からの二次交通、アメニティの入れ替え（未使用でも全て捨てて入れ替え）。
・人手の問題でシステム化したい、フードロス量を減らす、アメニティーバーを設置しているが、大量に部屋へ持ち帰る
⇒未使用でも廃棄せざるを得ない

・従業員の意識不足（SDGs含めて）、プラスチックコップの廃棄、傘の忘れ物
・ゴミが減らない、アメニティ（特に歯ブラシ）
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B群事業者（コンテンツ提供事業者）の課題
・宿泊・観光事業者との連携を高めたいが、具体的な方法が分からない。

・団体営業、販売促進、売上向上。

・パンフレットを宿泊施設で配布する等、「今、来ている観光客」にプロモーションしたい。

・コロナ禍以降、ホテルの従業員も多忙なため、なかなか営業の気合がない。

・プロモーション力が全体的に不足していると感じる。

・コンテンツが環境にやさしいポイントの数値化等が遅れている。

・全体的にスタッフ不足で、営業やPRが不足している。日々の対応に追われている。
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本事業での取組

A群事業者の課題

B群事業者の課題

事務局にて集約

課題解決の方法を検討

①方向性1
共通する課題に対して、共用できる仕組みを作って、全体的な解決を目指す。
②方向性2
個別課題に対し、個別事業者の紹介等の実施により個別課題の解決を目指す。
③方向性3
本事業内で実証的な取組を実施。
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Case.1
課題:忘れ物への対応
複数のホテルにて、「特にインバウンドのお客様で、衣類やスーツケース等の忘れものか、破棄したか分からないものが、部屋に残っていることが多い」
という課題がある。ホテル側としては、一定期間保管し、その後、破棄しているが、①保管中の場所の確保が大変、②破棄するにもお金がかかる、
といった課題がある。一方で、かなり新しく、十分リサイクルできそうな忘れ物もあり、それを、リサイクルショップに販売するなど、再利用もしくはマネタラ
イズ化することができる方法がないか。

対策
・法律の専門家（弁護士）への相談。考え方を確認。

・課題は、「宿泊約款」の考え方。国土交通省が発表している「モデル宿泊約款」では、
「宿泊客がチェックアウトしたのち、宿泊客の手荷物又は携帯品が当ホテル(館)に置き忘れられていた場合において、その所有者が判明したときは、
当ホテル(館)は、当該所有者に連絡をするとともにその指示を求めるものとします。ただし、所有者の指示がない揚合又は所有者が判明しないと
きは、発見日を含め7日間保管し、その後最寄りの警察署に届けます。」
となっているので、このままでは、「ホテル側による処分が不可能」な状態。

・一部ホテルにて、下記のルールを定め、忘れ物に対する対応力をアップさせている。
お品物により保管規定が異なりますので、ご注意ください。
【貴重品】発見次第、お客様へご一報致します。7日間のホテルでの保管後、8日目に遺失物として警察に届けさせていただきます。
【飲食物】衛生上の問題により、保管をせずに即日処分をさせていただきます。
【その他の品物】14日間保管後、15日目に処分させていただきます。（ホテルからのご連絡は行っておりません）

・上記のような変更を行えば、【その他の品物】に関しては、自由な処理が可能と考えられるが、一方で、「民法240条」と「遺失物法」の制限があ
るため、正確な回答については、現時点でははっきりと答えられない（弁護士見解）。

・また、自治体が、「メルカリ」と連携し、「まだ、利用できる粗大ごみ」を販売し、マネタライズしている例がある（現在、全国で7自治体が取組中）。
自治体と連携した取組の可能性も考えられる。
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Case.2
課題:労働力の確保
ホテル・観光施設の多くの事業者の共通した課題として、「労働力の確保の困難」がある。募集は随時おこなっているものの、なかなか集まらない
状況。

対策
今回の事業の中で、先進的な取組を実施している「ホテル日航福岡」について、実証的に、記事及び動画の制作とＷｅｂサイトでの取り組みの
可視化を実施した。
今後、こうした取り組みを強化し、施設のブランド力の向上とSDGｓへの取り組みを通じて、「働く場」としての魅力を伝えていくことが重要であると
考えられる。
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Case.3
課題:サステナブルコンテンツ提供者のPRの場不足
サステナブルコンテンツ提供事業者である「Bike is life社」等より、「宿泊事業者と総客契約や観光連携をしたいが、どのように実施すればよいか
分からない」との声があった。
サステナブルコンテンツ事業者と宿泊施設・観光施設のマッチング手法に関する課題。

対策
今回の事業の中で、連携が可能な11のコンテンツに関して、記事・動画制作と、Web上での可視化に取り組んだ。
今後、この取り組みを進め、宿泊施設・観光施設に対して、どのようなサービスを提供できるのか、B群事業者に関する情報の整理と公開が必要
であると考えられる。
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Case.4
課題:環境に低負荷なアメニティの情報
複数の施設より、「環境に低負荷なアメニティやサービスを取り扱う事業者情報」についての希望があり。

対策
今回の事業の中で、「サスティナブルなアメニティやサービス」を提供できる事業者の掘り起こしを実施。その特徴等を記載したパンフレットを制作し、
ホテル及び観光施設と共有を行った。
今後も、こうした事業者の発掘を行い、共有していくことが必要と考えられる。また、ホテルにアメニティを納品している商社等との協力も必要である。
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Case.5
課題:
サステナブルツーリズムのイメージをより分かりやすい形で示してほしい。
福岡市内における具体的な事例にて教えてほしい。

対策
今回の取組の中で、先進的な取組を行っている、「ホテル日航福岡」を事例として、図を制作。
また、その様子を可視化する為、「ホテル日航福岡」と「糸島ファーム」の事例を、記事化・映像化した。
記事・映像については、Webサイトにて誰もが見ることができるようにした。
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福岡サステナブルツーリズムプログラムの一例

昼食

【地産地消・循環型農業・資源保護】

【脱プラ・CO²削減・地産地消】

（有機野菜の提供）

体験２

泊

食

（脇山ジェラート等）

【観光資源の解説】

提供
デザート

➀馬場ファーム③糸島ファーム

②ホテル日航福岡レストラン

天皇献上米

ホテル日航福岡

【博多駅】

体験１

⑥座禅体験
⑤博多人形
絵付け体験 【公共交通機関利用】

【公共交通機関利用】

【歩き】

【歩き】

絵付け作品

【福岡型サステナブルツーリズムの模式図例をホテルと体験の1日にした例】
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福岡型サステナブル・コンテンツとしてのポイント

博多の昔は、中国大陸や朝鮮半島と
の交流が盛んだった港町。お寺の文化
も栄えていた歴史・文化探訪はもちろ
んだが、周りがビル群とは思えない閑
静なお寺で、自分自身を顧みるのはい
かが。

博多近郊の土という自然素材を
使って、瓦職人が始めた博多人形。
数百年もたった今、世界の人々を魅
了する文化財となっています。

「無農薬・有機等の素材」
・循環型農業や有機、無農薬野

菜類の利用
・資源枯渇が危惧されない魚介

類の利用
・ビーガン・マクロビ対応の自

然食
・オーガニック・無農薬で遺伝

子組み換えや添加物を含む食
材の不使用

・アメニティの削減取り組み
・アメニティの脱プラ
・配布タオルのビニール袋をと
る
・食材の地元調達率の向上

（特に有機野菜）
・ＣＯ２の見える化

地元産原料を使った
お土産の開発
福岡明太は、羅臼昆布・九州産の
柚子・先辛ブレンド唐辛子・福岡
の蔵元「喜多屋」の酒など厳選さ
れた材料を使用。 「脱プラ・CO²削減・地産地

消」

体験１と体験
２

食事 特産品

脇山ジェラートは、「脇山茶や
脇山米のジェラート」を開発。
口に入れると脇山茶の渋みとミ
ルクの甘味が口の中に広がる。
（ホテル等で提供）

宿泊施設
【座禅・絵付け体験】

座禅は、博多駅近くのビル群の
一角にある御供所町のお寺で

30年以上前からある伝統文化
である博多人形の絵付け体験
は、出来上がりに感動
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６. 質疑応答
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７. 名刺交換会
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８. アンケート記入
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